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遊
天
台
山
日
記
［
浙
江
台
州
府
］

●
万
暦
四
十
一
（
一
六
一
三
）
年
三
月
晦
（
三
十
日
）
～
四
月
八
日
、
九
日
間

徐
霞
客
二
十
八
歳

凡
例

・
■
本
文
の
部
で
は
、
一
定
の
日
ご
と
に
区
切
り
、
本
文
を
掲
げ
、
●
校
勘
を
施
す
。

・
■
訳
注
の
部
で
は
、
一
定
の
日
ご
と
に
区
切
り
、
さ
ら
に
内
容
上
の
ま
と
ま
り
で
も
区
切
り
、
●
訓
訳
、

●
語
注
、
●
口
語
訳
の
順
で
記
す
。

・
本
文
は
、
褚
紹
唐
・
呉
王
寿
整
理
の
上
海
古
籍
出
版
社
本
（
一
九
八
○
年
（
「
上
海
新
整
理
本
」
と
略
）

と
す
る
。

・
徐
霞
客
の
自
注
は
［

］
で
示
す
。

・
口
語
訳
に
お
い
て
は
、
本
文
中
で
は
［
自
注
１
］
な
ど
と
記
し
、
文
末
に
［
自
注
１
］
の
内
容
を
別
記

し
た
。

参
照
文
献
等
（
「

」
は
略
称
）

◇
訳
注

・
徐
兆
奎
注
釈
『
徐
霞
客
名
山
遊
記
選
注
』
中
国
旅
遊
出
版
社
、
一
八
五
二
年
（
「
徐
名
山
注
」
）

・
朱
恵
栄
校
注
『
徐
霞
客
遊
記
校
注
』
雲
南
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年
（
「
朱
校
注
」
）

・
曹
文
趣
・
応
守
岩
・
崔
富
章
選
注
『
両
浙
遊
記
選
』
浙
江
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
年
（
「
両
浙
選
」）

・
朱
恵
栄
等
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
全
訳
』
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
「
朱
恵
栄
」）

・
許
尚
枢
・
徐
永
恩
選
注
『
天
台
山
遊
記
選
注
』
西
安
地
図
出
版
社
、
二
○
○
四
年
（
「
許
選
注
」）

・
朱
復
融
訳
注
『
徐
霞
客
遊
記
』
（
中
国
古
典
名
著
訳
注
選
書
）
広
州
出
版
社
、
二
○
○
八
年
（
「
朱
復

融
訳
」
、
「
初
三
日
」
以
降
を
収
録
）

・
湯
化
・
郭
丹
注
評
『
徐
霞
客
遊
記
』（
歴
代
名
著
精
選
集
）
鳳
凰
出
版
社
、
二
○
○
九
年
（
「
湯
注
評
」
）

◇
参
考
文
献

・
釈
伝
灯
撰
『
天
台
山
方
外
志
』
万
暦
二
十
九
年
（
一
六
○
一
）
序
（
「
方
外
志
」
）

・
浙
江
省
地
名
委
員
会
編
『
浙
江
地
名
簡
志
』
浙
江
人
民
出
版
社
、
一
九
八
八
年
（
「
地
名
簡
志
」）

・
『
中
華
人
民
共
和
国
地
名
詞
典

浙
江
省
』
一
九
八
八
年
（
「
地
名
浙
江
」
）

◇
参
考
地
図

○
徐
霞
客
地
図

・
丁
文
江
撰
『
徐
霞
客
游
記
二
十
卷
』
付
図
、
上
海
商
務
印
書
館
、
一
九
二
八
年
（
「
丁
本
付
図
」）

・
褚
紹
唐
主
編
『
徐
霞
客
旅
行
路
線
考
察
図
集
』
中
国
地
图
出
版
社
、
一
九
九
一
年
（
「
路
線
図
」）

○
清
朝
地
図

・
宗
源
瀚
等
撰
『
浙
江
全
省
輿
圖
水
陸
道
里
記
』
輿
圖
総
局
、
一
八
九
四
年
（
「
全
省
輿
図
」）

○
外
邦
図
（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
量
部
製
作
）

・
「
寧
海
縣
城
」
南
支
那
五
万
分
一
圖
台
州
四
十
五
圖
（
「
寧
海
」
図
）

・
「
華
頂
山
」
南
支
那
五
万
分
一
圖
台
州
（
「
華
頂
」
図
）

○
現
代
地
図

・
『
台
州
交
通
旅
遊
図
―
天
台
』
山
東
地
図
出
版
社
、
二
○
○
二
年
（
「
現
代
図
」）



▲

天台山

長江

黄河

銭塘江
富春江





寧海県

梁隍山

分かれ道

松門嶺
筋
竹
嶺

天封寺：４月２日泊

華頂峰

華頂庵

方広寺
４月３日泊

石梁飛瀑
断橋

珠簾水

万年寺

国清寺
４月４日泊

　同７日泊

龍王堂

寒巌寺
４月５日泊

明巌

歩頭？

坪頭鎮
４月６日泊

赤城山

双闕と瓊台

桃源

弥陀庵：４月１日泊

遊天台山日記行程（第一回）：３月晦～４月８日

３月晦泊



天台県城

塔頭

桃源

龍王堂

万年寺 断橋
石梁飛瀑

方広寺

華頂峯

天封寺

弥陀庵
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●
訳
注
稿

【
三
月
三
十
日
か
ら
四
月
一
日
】

■
本
文
の
部

癸
丑
之
三
月
晦

自
寧
海
出
西
門
。
雲
散
日
朗
、
人
意
山
光
、
倶
有
喜
態
。
三
十
里
、
至
梁
隍
山
。
聞
、

此
地
於
菟
夾
道
、
月
傷
數
十
人
、
遂
止
宿
。

四
月
初
一
日

早
雨
。
行
十
五
里
、
路
有
岐
。
馬
首
西
向
台
山
、
天
色
漸
霽
。
又
十
里
、
抵
松
門
嶺
。

山
峻
路
滑
、
舍
騎
歩
行
。
自
奉
化
來
、
雖
越
嶺
數
重
、
皆
循
山
麓
。
至
此
迂
迴
臨
陟
。
倶
在
山
脊
。
而
雨

後
新
霽
、
泉
聲
山
色
、
往
復
創
變
。
翠
叢
中
山
鵑
映
發
、
令
人
攀
歴
忘
苦
。
又
十
五
里
、
飯
於
筋
竹
庵
。

山
頂
隨
處
種
麥
。
從
筋
竹
嶺
南
行
、
則
向
國
清
大
路
。
適
有
國
清
僧
雲
峯
同
飯
。
言
「
此
抵
石
梁
、
山
險

路
長
。
行
李
不
便
、
不
若
以
輕
裝
往
、
而
重
擔
向
國
清
相
待
。
」
余
然
之
、
令
擔
夫
隨
雲
峯
往
國
清
、
余

與
蓮
舟
上
人
就
石
梁
道
。
行
五
里
、
過
筋
竹
嶺
。
嶺
旁
多
短
松
。
老
幹
屈
曲
、
根
葉
蒼
秀
。
倶
吾
閶
門
盆

中
物
也
。
又
三
十
餘
里
、
抵
彌
陀
庵
。
上
下
高
嶺
、
深
山
荒
寂
［
恐
藏
虎
、
故
草
木
倶
焚
去
］
。
泉
轟
風

動
、
路
絶
旅
人
。
庵
在
萬
山
坳
中
。
路
荒
且
長
。
適
當
其
半
、
可
飯
可
宿
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

癸
丑
の
三
月
晦

寧
海
よ
り
西
門
を
出
づ
。
雲
散
じ
日
朗
ら
か
に
し
て
、
人
意
山
光
、
倶
に
喜
態
有
り
。

三
十
里
に
し
て
、
梁
隍
山
に
至
る
。
聞
く
、
此
の
地

於
莵
道
を
夾
み
、
月
に
數
十
人
を
傷
つ
く
、
と
。

遂
に
止
宿
す
。

四
月
初
一
日

早
に
雨
ふ
る
。
行
く
こ
と
五
十
里
に
し
て
、
路
に
岐
有
り
。
馬
首

西
に
台
山
に
向

つ
と

か
ふ
。
天
色
漸
く
霽
る
。

は

又

十
里
に
し
て
、
松
門
嶺
に
抵
る
。
山
は
峻
に
し
て
路
は
滑
な
り
。
騎
を
舎
て
て
歩
行
す
。
奉
化

い
た

す

よ
り
來
、
嶺
を
越
ゆ
る
こ
と
數
重
な
り
と
雖
も
、
皆

山
麓
に
循
ふ
。
此
に
至
り
て
迂
回
し
て
臨
み
陟
る
。

倶
に
山
の
脊
に
在
り
。
而
し
て
雨
ふ
り
し
後
に
新
た
に
霽
れ
、
泉
聲
山
色
、
往
復
變
を
創
る
。
翠
叢
の
中

に
山
鵑
映
發
し
、
人
を
し
て
攀
歴
す
る
に
苦
を
忘
れ
し
む
。

又

十
五
里
に
し
て
、
筋
竹
菴
に
飯
す
。
山
頂
は
随
處
に
麥
を
種
う
。
筋
竹
嶺
よ
り
南
に
行
け
ば
、
則

ち
國
清
に
向
か
ふ
大
路
な
り
。
適
た
ま
國
清
の
僧
雲
峯
な
る
も
の
有
り
て
飯
を
同
に
す
。
言
へ
ら
く
「
此

よ
り
石
梁
に
抵
る
は
、
山
は
嶮
し
く
道
は
長
し
。
行
李
便
な
ら
ず
、
輕
装
を
以
て
往
き
、
重
擔
は
國
清
に

向
か
は
し
め
て
相
待
つ
に
し
か
ず
。
」
と
。
余
、
之
を
然
り
と
し
、
擔
夫
を
し
て
雲
峯
に
隨
ひ
て
國
清
に

往
か
し
め
、
余
は
蓮
舟
上
人
と
石
梁
道
に
就
く
。

行
く
こ
と
五
里
に
し
て
、
筋
竹
嶺
を
過
ぐ
。
嶺
の
傍
ら
に
は
短
松
多
し
。
老
幹
屈
曲
し
、
根
葉
蒼
秀
た

り
。
吾
が
閶
門
の
盆
中
の
物
に
倶
し
。

ひ
と

又

三
十
里
に
し
て
、
彌
陀
庵
に
抵
る
。
上
下
高
嶺
に
し
て
、
深
山
荒
寂
た
り
［
虎
を
藏
せ
ん
こ
と
を

恐
る
。
故
に
草
木
倶
に
焚
去
す
。
］
泉
轟
き
風
動
き
、
路
に
旅
人
絶
す
。
庵
は
萬
山
の
坳
中
に
在
り
。
路

は
荒
に
し
て
且
つ
長
し
。
適
に
其
の
半
に
當
る
。
飯
す
べ
く
宿
す
べ
し
。

ま
さ
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●
語
注

○
癸
丑

万
暦
四
十
一
年
、
西
暦
一
六
一
三
年
に
あ
た
る
。

○
寧
海

浙
江
省
寧
海
県
。
明
代
は
台
州
府
に
属
し
た
。

○
梁
隍
山

梁
皇
山
と
も
。
寧
海
県
の
西
南
に
あ
る
。
「
地
名
浙
江
」
に
よ
れ
ば
、
県
城
の
東
七
㌖
に
あ

り
、
主
峰
は
海
抜
七
百
六
十
八
㍍
。
同
書
は
、
明
『
崇
禎
寧
海
県
志
』
の
、
南
朝
の
梁
末
に
陳
覇
先
に
攻

め
ら
れ
た
昭
明
太
子
が
こ
の
地
に
逃
げ
込
ん
だ
こ
と
が
そ
の
名
の
由
来
だ
と
す
る
説
を
載
せ
る
（
「
許
選

注
」
も
同
じ
）
。
「
寧
海
」
図
、
「
丁
本
付
図
」
に
は
梁
王
山
が
あ
り
、
そ
の
東
麓
に
梁
王
廟
が
あ
り
、
街

道
筋
に
は
梁
王
街
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

○
於
莵

虎
の
異
名
。

○
岐

分
か
れ
道
。
「
遊
天
台
山
日
記

後
」
（
以
後
「
後
記
」
）
の
岔
路
口
（
街
）
だ
ろ
う
。

○
松
門
嶺

寧
海
県
の
西
端
に
あ
る
と
う
げ
道
。
「
華
頂
」
図
、
「
丁
本
付
図
」
に
松
門
嶺
と
記
す
。

○
奉
化

県
。
浙
江
省
寧
波
に
属
し
た
。
地
形
を
表
す
図
に
よ
れ
ば
、
こ
の
辺
り
か
ら
山
が
ち
に
な
る
。

○
山
鵑

杜
鵑
花
の
別
称
。
映
山
紅
と
も
い
う
。
春
に
赤
い
花
を
つ
け
る
観
賞
植
物
。
白
居
易
「
雨
中
赴

劉
十
九
二
林
之
期
及
到
寺
劉
已
先
去
因
以
四
韻
寄
之
」
に
、
「
最
惜
杜
鵑
花
爛
漫
、
春
風
吹
盡
不
同
攀
」

と
あ
る
。

○
映
發

輝
き
映
え
る
こ
と
。
劉
義
慶
『
世
説
新
語
』
言
語
篇
に
「
從
山
陰
道
上
行
，
山
川
自
相
映
發
，

使
人
應
接
不
暇
」
と
あ
る
。

○
筋
竹
庵

筋
竹
嶺
に
あ
っ
た
庵
な
の
だ
ろ
う
。
「
方
外
志
」
巻
二
形
勝
考
（
東
門
第
二
支
）
に
「
修
竹

干
竿
、
蘭
若
數
楹
。
長
者
福
聚
、
納
子
化
城
。
則
有
筋
竹
嶺
庵
之
勝
」
と
あ
り
、
当
時
筋
竹
嶺
に
庵
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

○
筋
竹
嶺

寧
海
県
と
天
台
県
と
の
境
を
な
す
と
う
げ
道
。
金
竹
嶺
・
金
嶺
と
も
い
う
。
筋
竹
（
越
王
竹
）

を
産
し
た
の
が
名
の
由
来
と
い
う
（
徐
名
山
注
）
。
「
方
外
志
」
巻
三
（
嶺
）
に
「
筋
竹
嶺
。
在
縣
東
四

十
六
里
。
與
寧
海
分
界
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
」
に
は
筋
竹
嶺
、
「
華
頂
」
図
に
は
金
竹
嶺
、
「
丁
本
付

図
」
に
は
金
竹
山
崗
と
記
す
。

○
南
行
云
々

「
華
頂
」
図
に
は
金
竹
嶺
を
西
に
下
っ
て
す
ぐ
に
永
渓
街
と
い
う
集
落
を
記
す
。
そ
こ
か

ら
西
南
に
く
だ
る
と
大
渓
に
出
て
、
天
台
県
城
を
経
由
し
て
国
清
寺
に
至
る
道
と
な
る
。
永
渓
街
か
ら
西

へ
進
め
ば
天
封
寺
を
経
由
し
て
華
頂
峯
に
至
る
道
と
な
る
。
「
全
省
輿
図
」
「
丁
本
付
図
」
「
現
代
図
」
に

も
永
渓
街
の
名
を
記
す
。

○
石
梁

い
わ
ゆ
る
「
石
梁
飛
瀑
」。
天
台
山
中
に
あ
る
景
勝
の
ひ
と
つ
。

○
蓮
舟
上
人

徐
霞
客
と
同
郷
の
人
で
、
こ
の
旅
行
で
同
行
し
て
い
た
。

○
石
梁
道

石
梁
飛
瀑
へ
と
通
じ
る
山
道
。
「
方
外
志
」
巻
二
形
勝
考
（
西
門
第
二
左
支
）
に
「
紅
塵
白

雲
、
僊
凡
道
分
。
石
梁
捷
徑
、
瑞
氣
氳
氳
。
則
有
石
梁
道
之
勝
」
と
あ
る
。

○
閶
門

蘇
州
都
城
の
門
の
ひ
と
つ
。
蘇
州
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
で
は
意
味
が
通
じ
に

く
い
。
こ
こ
で
は
天
台
山
中
か
ら
見
た
、
下
界
を
代
表
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
彌
陀
庵

仏
者
の
庵
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
「
方
外
志
」
巻
二
形
勝
考
（
東
門
第
二
支
）
に
「
雲
生
足

底
、
人
行
天
上
。
誰
挈
我
衣
、
空
中
五
兩
。
則
有
彌
陀
庵
仰
天
湖
道
中
之
勝
」
と
あ
り
、
当
時
庵
が
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
天
台
山
を
再
訪
し
た
「
後
記
」
で
は
湮
滅
し
て
い
た
と
い
う
。
後
の
地
図
で
は

確
認
で
き
な
い
。

○
坳

山
の
隈
の
平
地
。
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●
口
語
訳

癸
丑
の
年

［
浙
江
台
州
府
寧
海
県
域
］

《
１
》
寧
海
か
ら
天
台
山
へ

［
三
月
三
十
日
］

寧
海
県
を
西
門
か
ら
出
発
す
る
。
雲
も
な
く
晴
れ
渡
り
太
陽
が
輝
き
、
人
の
心
情
も
山
の
姿
も
、
喜
ん

で
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
三
十
里
進
む
と
梁
隍
山
に
至
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
で
は

虎
が
跋
扈
し
て
お
り
、
月
ご
と
に
数
十
人
に
被
害
を
与
え
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
こ
こ
に
宿
泊
す
る
こ

と
と
す
る
。

◆
梁
隍
山
に
泊
。

［
四
月
一
日
］

朝
は
雨
。
十
五
里
進
む
と
分
か
れ
道
が
あ
る
。
馬
首
を
西
に
向
け
天
台
山
へ
向
か
う
。
空
が
次
第
に
晴

れ
て
く
る
。

ま
た
十
里
進
む
と
、
松
門
嶺
に
至
る
。
山
道
は
険
峻
で
路
面
は
滑
り
や
す
い
。
そ
こ
で
馬
か
ら
下
り
て

歩
く
こ
と
に
す
る
。
奉
化
よ
り
こ
の
か
た
、
幾
重
も
の
山
道
を
越
え
て
き
た
が
、
ど
れ
も
山
麓
を
め
ぐ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
こ
の
地
に
至
っ
て
、
迂
回
し
た
り
、
谷
川
に
臨
ん
だ
り
高
い
所
に
登
っ
た
り
す

る
こ
と
に
な
っ
て
き
た
。
す
べ
て
山
の
尾
根
で
あ
る
。
雨
が
上
が
っ
た
ば
か
り
で
晴
れ
渡
り
、
美
し
い
山

の
景
色
の
中
に
渓
流
の
音
が
聞
こ
え
、
繰
り
返
し
新
し
い
景
勝
が
出
現
す
る
。
緑
の
草
む
ら
の
中
に
杜
鵑

花
が
赤
く
映
え
て
お
り
、
山
を
登
る
苦
し
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
光
景
で
あ
る
。

ま
た
十
五
里
進
み
、
筋
竹
庵
で
昼
食
と
す
る
。
山
頂
で
は
あ
ち
こ
ち
で
麦
を
植
え
て
い
る
。
筋
竹
嶺
よ

り
南
に
行
け
ば
、
国
清
寺
へ
向
か
う
大
路
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
国
清
寺
の
僧
侶
で
雲
峯
と
い
う
も
の
と
食

事
を
と
も
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
が
言
う
に
は
「
こ
こ
か
ら
石
梁
に
至
る
に
は
、
山
道
は
険
し
く
、
且

つ
長
い
。
荷
物
を
携
帯
し
て
い
く
の
は
大
変
で
あ
り
、
軽
装
で
行
き
、
重
い
荷
物
は
（
人
に
運
ば
せ
て
）

国
清
寺
で
待
た
せ
て
い
る
の
が
よ
い
」
と
。
私
は
そ
の
意
見
に
同
意
し
、
担
夫
に
雲
峯
と
と
も
に
国
清
寺

に
行
か
せ
、
自
分
は
蓮
舟
上
人
と
と
も
に
石
梁
へ
の
道
を
た
ど
る
こ
と
と
す
る
。

［
浙
江
台
州
府
天
台
県
域
］

五
里
進
む
と
筋
竹
嶺
を
過
ぎ
る
。
嶺
の
旁
ら
に
は
背
の
低
い
松
の
木
が
多
い
。
年
を
経
た
幹
は
屈
曲
し
、

根
の
辺
り
は
葉
が
青
々
と
茂
っ
て
い
る
。
ま
る
で
下
界
の
我
が
家
に
あ
る
盆
栽
の
よ
う
だ
。

ま
た
三
十
里
進
む
と
弥
陀
庵
に
至
る
。
上
下
と
も
に
高
峻
な
山
嶺
で
あ
り
、
奥
深
い
山
で
荒
涼
と
し
て

い
る
［
自
注
１
］
。
渓
流
の
音
が
鳴
り
響
き
、
強
風
が
大
地
を
揺
る
が
し
て
お
り
、
山
道
を
行
く
人
は
他

に
は
い
な
い
。
弥
陀
庵
は
重
な
る
山
々
の
中
の
平
地
に
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
道
は
厳
し
く
か
つ
長
い
。
ま

た
ち
ょ
う
ど
道
程
の
半
ば
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
食
事
に
し
て
宿
を
と
る
の
が
よ
い
。

◆
弥
陀
庵
に
泊
。

［
自
注
１
］
虎
が
隠
れ
る
の
を
恐
れ
て
、
草
木
を
焼
き
払
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
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【
四
月
二
日
か
ら
三
日
】

■
本
文
の
部

初
二
日

飯
後
、
雨
始
止
。
遂
越
潦
攀
嶺
。
溪
石
漸
幽
。
二
十
里
、
暮
抵
天
封
寺
。
臥
念
、
晨
上
峯
頂
、

以
朗
霽
爲
縁
。
蓋
連
日
晩
霽
、
並
無
曉
晴
。
及
五
更
夢
中
、
聞
明
星
滿
天
、
喜
不
成
寐
。

初
三
日

晨
起
、
果
日
光
燁
燁
。
決
策
向
頂
、
上
數
里
、
至
華
頂
庵
。
又
三
里
、
將
近
頂
、
爲
太
白
堂
。

倶
無
可
觀
。
聞
、
堂
左
下
有
黄
經
洞
。
乃
從
小
徑
。
二
里
、
俯
見
一
突
石
。
頗
覺
秀
蔚
。
至
則
一
發
僧
、

結
庵
於
前
、
恐
風
自
洞
來
、
以
石
甃
塞
其
門
。
大
爲
歎
惋
。
復
上
、
至
太
白
、
循
路
登
絶
頂
。
荒
草
靡
靡
。

山
高
風
冽
、
草
上
結
霜
高
寸
許
。
而
四
山
廻
映
、
琪
花
玉
樹
、
玲
瓏
彌
望
。
嶺
角
山
花
盛
開
、
頂
上
反
不

吐
色
。
蓋
爲
高
寒
所
勒
耳
。

仍
下
華
頂
庵
。
過
池
邊
小
橋
、
越
三
嶺
。
溪
廻
山
合
、
木
石
森
麗
。
一
轉
一
奇
、
殊
慊
所
望
。
二
十
里
、

過
上
方
廣
、
至
石
梁
。
禮
佛
曇
花
亭
、
不
暇
細
觀
飛
瀑
。
下
至
下
方
廣
、
仰
視
石
梁
飛
瀑
、
忽
在
天
際
。

聞
、
斷
橋
珠
簾
尤
勝
。
僧
言
、
「
飯
後
行
、
猶
及
往
返
。
」
遂
由
仙
筏
橋
向
山
後
、
越
一
嶺
。
沿
澗
八
九

里
、
水
瀑
從
石
門
瀉
下
、
旋
轉
三
曲
。
上
層
爲
斷
橋
。
兩
石
斜
合
。
水
碎
迸
石
間
、
匯
轉
入
潭
。
中
層
兩

石
對
峙
如
門
。
水
爲
門
束
、
勢
甚
怒
。
下
層
潭
口
頗
闊
、
瀉
處
如
閾
、
水
從
坳
中
斜
下
。
三
級
倶
高
數
丈
、

各
極
神
奇
。
但
循
級
而
下
、
宛
轉
處
爲
曲
所
遮
、
不
能
一
望
盡
收
。
又
里
許
、
爲
珠
簾
水
。
水
傾
下
處
甚

平
闊
、
其
勢
散
緩
、
滔
滔
汨
汨
。
余
赤
足
跳
草
莽
中
、
揉
木
縁
崖
。
蓮
舟
不
能
從
。
暝
色
四
下
、
始
返
。

停
足
仙
筏
橋
、
觀
石
梁
臥
虹
、
飛
瀑
噴
雪
。
幾
不
欲
臥
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
二
日

飯
の
後
、
雨
始
め
て
止
む
。
遂
に
潦
を
越
え
嶺
を
攀
ず
。
溪
と
石
と
漸
く
幽
な
り
。

二
十
里
に
し
て
、
暮
に
天
封
寺
に
抵
る
。
臥
し
て
念
ふ
、
晨
に
峯
頂
に
上
ら
ん
と
す
る
に
、
朗
霽
を
以

て
縁
と
な
す
。
蓋
し
連
日
晩
に
霽
れ
、
並
び
に
曉
よ
り
晴
る
る
無
し
。
五
更
夢
中
に
及
び
、
明
星
天
に
滿

つ
と
聞
く
。
喜
び
て
寐
を
成
さ
ず
。

初
三
日

晨
に
起
く
、
果
た
し
て
日
光
燁
燁
た
り
。
策
を
決
し
て
頂
に
向
か
ふ
。

上
る
こ
と
數
里
に
し
て
、
華
頂
庵
に
至
る
。
又

三
里
、
將
に
頂
に
近
か
ら
ん
と
す
る
に
、
太
白
堂
た

り
。
倶
に
觀
る
べ
き
な
し
。
聞
く
、「
堂
の
左
下
に
黄
經
洞
有
り
。」
と
。
乃
ち
小
徑
に
よ
る
。

二
里
に
し
て
、
俯
し
て
一
突
石
を
見
る
。
頗
る
秀
蔚
た
る
を
覺
ゆ
。
至
れ
ば
則
ち
一
髪
僧
の
、
庵
を
前

に
結
び
、
風
の
洞
よ
り
來
る
を
恐
れ
、
石
甃
を
以
て
其
の
門
を
塞
ぐ
。
大
い
に
歎
惋
を
な
す
。

復
た
上
り
、
太
白
に
至
り
、
路
に
循
ひ
て
絶
頂
に
登
る
。
荒
草
靡
靡
た
り
。
山
は
高
く
風
は
冽
に
し
て
、

草
の
上
に
霜
を
結
ぶ
こ
と
高
さ
寸
許
り
な
り
。
し
か
し
て
四
山
廻
映
す
れ
ば
、
琪
花
玉
樹
、
玲
瓏
と
し

ば
か

て
彌
望
た
り
。
嶺
角
に
は
山
花

盛
ん
に
開
き
、
頂
上
に
は
反
っ
て
色
を
吐
か
ず
。
蓋
し
高
寒
の
勒
す
る

と
こ
ろ
と
な
る
の
み
。

仍
り
て
華
頂
庵
に
下
る
。
池
邊
の
小
橋
を
過
ぎ
、
三
嶺
を
越
ゆ
。
溪
廻
り
山
合
し
、
木
石
森
麗
た
り
。

一
轉
に
一
奇
あ
り
、
殊
に
望
む
と
こ
ろ
を
慊
す
。

二
十
里
に
し
て
、
上
方
廣
を
過
ぎ
、
石
梁
に
至
る
。
曇
花
亭
に
禮
佛
す
。

細

に
飛
瀑
を
觀
る
に
暇
あ

つ
ぶ
さ

ら
ず
、
下
り
て
下
方
廣
に
至
り
、
仰
い
で
石
梁
飛
瀑
を
視
る
に
、
忽
ち
天
際
に
在
り
。

聞
く
、
「
斷
橋
・
珠
簾

尤
も
勝
な
り
。
」
と
。
僧
言
ふ
、
「
飯
後
に
行
け
ば
、
猶
ほ
往
返
に
及
ぶ
。
」
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と
。
遂
に
仙
筏
橋
よ
り
山
の
後
ろ
に
向
か
ひ
、
一
嶺
を
越
ゆ
。

澗
に
沿
ふ
こ
と
八
九
里
に
し
て
、
水
瀑

石
門
よ
り
瀉
下
し
、
旋
転
す
る
こ
と
三
曲
な
り
。
上
層
は
斷

橋
た
り
。
兩
石
斜
め
に
合
す
。
水
は
石
間
に
砕
け
迸
り
、
匯
転
し
て
潭
に
入
る
。
中
層
は
兩
石
の
對
峙
す

る
こ
と
門
の
如
し
。
水
は
門
の
爲
に
束
ね
ら
れ
、
勢
ひ
甚
だ
怒
な
り
。
下
層
は
潭
口
頗
る
闊
し
。
瀉
せ
る

處
は
閾
の
如
く
、
水
は
坳
中
よ
り
斜
め
に
下
る
。
三
級
倶
に
高
さ
數
丈
、
各
々
神
奇
を
極
む
。
但
だ
、
級

に
循
ひ
て
下
り
、
宛
轉
た
る
と
こ
ろ
は
曲
の
遮
る
と
こ
ろ
と
な
れ
ば
、
一
望
に
し
て
盡
く
収
む
能
は
ず
。

又

里
許
り
に
し
て
、
珠
簾
水
た
り
。
水
の
傾
き
下
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
平
闊
に
し
て
、
其
の
勢
ひ
散
緩

と
し
て
、
滔
滔
汨
汨
た
り
。
余

赤
足
に
て
草
莽
の
中
を
跳
ね
、
木
に
揉
し
崖
に
縁
す
。
蓮
舟
は
從
ふ
能

は
ず
。
瞑
色
四
下
に
し
て
、
始
め
て
返
る
。

足
を
仙
筏
橋
に
停
め
、
石
梁
の
臥
虹
、
飛
瀑
の
雪
を
噴
く
を
觀
る
。
幾
ん
ど
臥
す
る
を
欲
せ
ず
。

●
語
注

○
潦

雨
水
の
た
ま
り
水
。

○
天
封
寺

華
頂
峰
の
南
に
あ
る
智
者
大
師
が
開
い
た
寺
院
。
今
そ
の
名
を
冠
し
た
小
村
が
あ
る
。
「
地

名
浙
江
」
に
は
「
天
封
。
天
台
県
華
頂
郷
人
民
政
府
の
所
在
地
で
、
人
口
一
四
九
人
」
と
あ
る
。
「
方
外

志
」
巻
四
（
寺
）
に
「
在
縣
北
五
十
里
。
陳
大
建
七
年
、
智
者
大
師
建
。
（
略
）
隋
開
皇
五
年
賜
號
靈
墟

道
場
、
漢
乾
佑
中
改
智
者
院
、
宋
大
中
祥
府
元
年
改
壽
昌
寺
、
治
平
三
年
改
今
」
と
あ
り
、
同
巻
二
形
勝

考
（
東
門
第
一
支
）
に
「
水
窮
山
盡
、
有
地
靈
墟
。
盤
石
可
坐
、
精
廬
可
居
。
則
有
天
封
寺
之
勝
」
と
あ

る
。
「
全
省
輿
図
」
に
は
天
封
寺
、
「
華
頂
」
図
、
「
丁
本
付
図
」
に
は
天
峯
寺
、
「
現
代
図
」
に
は
天
封

と
記
す
。

○
峯
頂

華
頂
峯
の
頂
上
。

○
五
更

お
お
む
ね
午
前
四
時
前
後
。

○
燁
燁

光
り
輝
く
様
。

○
頂

華
頂
峯
。
天
台
山
の
最
高
峰
。
「
方
外
志
」
巻
三
（
峯
）
に
「
華
頂
峯
。
在
縣
東
北
六
十
里
。
天

台
第
八
重
、
最
高
處
」
と
あ
り
、
同
巻
二
形
勝
考
（
西
門
第
二
支
）
に
「
見
出
五
雲
、
天
空
海
闊
。
星
辰

四
垂
、
斗
柄
可
幹
。
則
有
華
頂
峯
之
勝
」
と
あ
る
。

○
華
頂
庵

未
詳
。
徐
名
山
注
は
、
現
在
の
華
頂
寺
が
元
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
立
て
ら
れ
て
い
た
小
庵
だ
ろ

う
と
い
う
。
今
華
頂
寺
が
あ
る
が
、
か
つ
て
は
善
興
寺
と
も
称
さ
れ
た
。「
方
外
志
」
巻
四
（
寺
）
に
「
善

興
寺
、
在
縣
東
北
六
十
里
。
舊
名
華
頂
圓
覺
道
場
。
晋
天
福
元
年
僧
徳
韶
建
。
（
略
）
宋
治
平
三
年
改
今

額
」
と
あ
り
、
同
巻
二
形
勝
考
（
西
門
第
二
支
）
に
「
萬
八
峯
頭
、
寺
鄰
帝
座
。
天
籟
梵
音
、
六
時
參
和
。

則
有
華
頂
寺
之
勝
」
と
あ
る
。
「
全
省
輿
図
」
「
華
頂
」
図
、
「
丁
本
付
図
」
「
現
代
図
」
い
ず
れ
も
華
頂

寺
を
記
す
。

○
太
白
堂

李
白
が
読
書
を
し
た
と
い
わ
れ
、
後
人
が
堂
を
立
て
た
ら
し
い
。
「
全
省
輿
図
」
は
太
白
堂

を
、「
華
頂
」
図
、
「
丁
本
付
図
」
は
太
白
書
堂
を
記
す
。

○
黄
經
洞

王
羲
之
が
白
雲
先
生
の
た
め
に
「
黄
庭
経
」
を
書
写
し
、
そ
れ
を
蔵
し
て
い
た
と
伝
え
る
（
徐

名
山
注
）
。「
全
省
輿
図
」
で
は
黄
金
洞
を
記
す
。

○
絶
頂

華
頂
峰
。
天
台
山
の
最
高
峰
。

○
靡
靡

草
が
倒
れ
枯
れ
る
様
。

○
琪
花
玉
樹

宝
玉
の
よ
う
に
美
し
い
花
や
樹
木
。
孫
綽
「
遊
天
台
山
賦
」
に
「
建
木
滅
景
於
千
尋
、
琪

樹
璀
璨
而
垂
珠
」
と
あ
る
な
ど
、
天
台
山
を
形
容
す
る
際
の
常
套
語
。
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○
嶺
角

不
詳
。
嶺
の
角
の
辺
り
か
。
「
朱
恵
栄
」
は
「
山
脚
下
」
と
訳
す
。
今
そ
れ
に
従
う
。

○
上
方
廣
・
下
方
廣

石
梁
飛
瀑
の
周
囲
に
は
方
広
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
上
流
か
ら
上
方
広
寺

・
中
方
広
寺
・
下
方
広
寺
の
三
つ
が
あ
っ
た
。
現
在
は
上
方
広
寺
は
焼
失
し
て
存
在
し
な
い
。「
方
外
志
」

に
は
方
広
寺
と
し
て
は
見
え
ず
、
石
橋
寺
と
し
て
、
巻
四
（
寺
）
に
「
石
橋
寺
。
在
縣
北
五
十
里
。
舊
傳

五
百
應
眞
之
境
。
又
有
方
廣
寺
隱
其
中
。
宋
建
中
靖
國
元
年
建
。
」
と
あ
り
、
同
巻
二
形
勝
考
（
北
門
第

二
支
）
に
「
方
廣
覿
面
、
伊
誰
能
見
。
八
萬
度
門
、
聊
通
一
線
。
則
有
石
梁
橋
之
勝
」
と
あ
る
。

○
曇
花
亭

「
方
外
志
」
巻
十
三
（
古
蹟
考
）
に
「
曇
花
亭
、
賈
丞
相
似
道
建
。
萬
暦
甲
辰
尼
性
慧
、
募

錢
塘
葛
居
士
重
建
」
と
あ
る
が
、
不
詳
。
「
徐
名
山
注
」
は
、
中
方
広
寺
あ
た
り
に
あ
っ
た
施
設
で
は
な

い
か
と
い
う
。

○
斷
橋

石
梁
よ
り
上
流
に
あ
っ
た
自
然
の
橋
。
「
方
外
志
」
巻
二
に
「
在
縣
北
七
十
里
。
」
と
あ
り
、

同
巻
二
に
「
瀑
瀉
懸
崖
、
石
潭
淙
淙
。
奇
哉
誰
設
、
玄
龍
之
功
。
則
有
斷
橋
之
勝
」
と
あ
る
。

○
珠
簾

断
橋
よ
り
更
に
上
流
に
あ
っ
た
滝
。

○
閾

門
、
門
の
敷
居
。

●
口
語
訳

［
四
月
二
日
］

《
１
》
天
台
山
へ
（
続
き
）

朝
食
を
終
え
る
と
、
雨
が
や
む
。
そ
こ
で
道
を
蔽
う
水
た
ま
り
を
越
え
、
山
嶺
を
よ
じ
登
る
。
渓
流
と

岩
石
と
が
次
第
に
薄
暗
く
な
っ
て
い
く
。

二
十
里
進
み
、
夕
暮
れ
に
天
封
寺
に
至
る
。
寝
床
で
、
明
朝
の
山
頂
へ
の
登
攀
の
こ
と
を
思
い
や
り
、

縁
が
あ
っ
て
、
晴
れ
の
天
気
に
な
ら
な
い
か
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
連
日
夜
に
な
っ
て
よ
う
や
く
晴
れ

て
お
り
、
朝
か
ら
晴
れ
る
こ
と
は
つ
い
ぞ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
午
前
四
時
頃
、
夢
う
つ
つ
の
中
で
、
満
天

に
星
が
出
て
い
る
と
の
話
し
声
を
聞
く
。
う
れ
し
く
な
っ
て
眠
れ
な
く
な
る
。

◆
天
封
寺
に
泊
。

［
四
月
三
日
］

《
２
》
天
台
山
華
頂
峯

早
朝
に
起
き
る
。
果
た
し
て
太
陽
が
燦
々
と
輝
い
て
い
る
。
そ
こ
で
華
頂
峰
の
頂
に
登
る
こ
と
に
決
め

る
。数

里
登
る
と
華
頂
庵
に
至
る
。
更
に
三
里
行
く
と
、
山
頂
近
く
に
太
白
堂
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も
鑑
賞
に

足
る
も
の
は
何
も
な
い
。
し
か
し
次
の
話
を
聞
く
、「
太
白
堂
の
左
の
下
に
黄
経
洞
と
い
う
洞
窟
が
あ
る
」

と
。
そ
こ
で
小
道
を
下
っ
て
み
る
。

二
里
行
く
と
、
下
に
ひ
と
つ
の
大
き
な
岩
が
突
出
し
て
い
る
の
が
見
え
る
。
と
て
も
美
し
い
と
感
じ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
こ
へ
至
る
と
、
一
人
の
有
髪
の
僧
侶
が
洞
窟
の
前
に
庵
を
結
ん
で
お
り
、
洞
窟
か
ら
風
が
吹

い
て
く
る
の
を
避
け
る
た
め
に
、
石
こ
ろ
で
洞
窟
の
門
を
塞
い
で
い
る
。
誠
に
残
念
に
思
っ
た
。

再
び
登
る
こ
と
に
し
、
太
白
堂
を
経
て
、
山
道
に
順
っ
て
華
頂
峰
の
山
頂
に
登
る
。
山
頂
は
荒
れ
た
草

地
で
風
に
吹
か
れ
て
草
が
な
び
い
て
い
る
。
山
の
標
高
が
高
く
風
は
寒
冷
で
、
草
の
上
に
は
霜
が
一
寸
ば

か
り
も
お
り
て
い
る
。
周
囲
を
見
下
ろ
す
と
山
々
が
四
周
に
展
開
し
て
お
り
、
宝
玉
の
よ
う
に
美
し
い
花

々
や
木
々
が
、
細
や
か
に
目
の
限
り
に
広
が
っ
て
い
る
。
山
麓
で
は
花
が
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
の
に
、
山

頂
で
は
花
が
開
い
て
い
な
い
。
山
が
高
く
寒
冷
な
た
め
で
あ
ろ
う
。
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元
の
道
を
た
ど
っ
て
華
頂
庵
に
下
る
。
池
の
畔
の
小
さ
な
橋
を
過
ぎ
て
、
さ
ら
に
嶺
を
三
つ
越
え
る
。

谷
川
が
め
ぐ
り
山
々
が
重
な
り
、
木
々
が
生
い
茂
り
岩
石
が
美
し
く
輝
い
て
い
る
。
一
箇
所
を
め
ぐ
る
た

び
に
新
し
い
奇
景
が
展
開
し
、
ま
っ
た
く
望
む
と
こ
ろ
を
満
足
さ
せ
る
。

《
３
》
方
広
寺

二
十
里
行
き
、
上
方
広
寺
を
経
由
し
て
石
梁
飛
瀑
に
至
る
。
曇
花
亭
で
仏
を
礼
拝
す
る
。
子
細
に
飛
瀑

を
鑑
賞
す
る
暇
も
無
く
、
下
っ
て
下
方
広
寺
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
石
梁
飛
瀑
を
仰
ぎ
見
る
。
た
ち
ま
ち
天

の
果
て
に
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

「
断
橋
と
珠
簾
が
最
も
優
れ
た
景
勝
だ
。
」
と
聞
く
。
僧
侶
が
「
昼
食
後
で
も
往
復
で
き
る
。
」
と
言

う
。
そ
こ
で
仙
筏
橋
か
ら
山
の
後
に
向
か
い
、
嶺
を
一
つ
越
え
る
。

《
４
》
断
橋

渓
流
に
沿
っ
て
八
九
里
行
く
と
、
滝
が
石
の
門
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
流
れ
落
ち
、
ぐ
る
ぐ
る
と
め
ぐ

っ
て
三
段
を
な
し
て
い
る
。
一
番
上
の
段
が
断
橋
で
あ
る
。
二
つ
の
石
が
斜
め
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
。

滝
の
水
が
そ
の
石
の
間
に
砕
け
散
っ
て
ほ
と
ば
し
り
、
ま
た
ひ
と
つ
に
合
わ
さ
っ
て
淵
に
入
る
。
真
ん
中

の
段
は
二
つ
の
石
が
門
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
る
。
滝
の
水
は
門
の
た
め
に
束
ね
ら
れ
、
勢
い
が
甚
だ
激

し
い
。
最
下
段
は
淵
の
口
が
と
て
も
広
い
。
水
が
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
は
門
の
敷
居
の
よ
う
で
、
水
が
窪

み
か
ら
斜
め
に
下
っ
て
い
る
。
三
段
の
滝
は
い
ず
れ
も
高
さ
が
数
丈
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
神
奇
を
尽
く
し

て
い
る
。
し
か
し
流
れ
は
段
々
に
下
っ
て
お
り
、
湾
曲
し
た
と
こ
ろ
は
滝
に
遮
ら
れ
て
お
り
、
全
部
を
一

度
に
目
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

《
５
》
珠
簾
水

ま
た
一
里
ば
か
り
で
珠
簾
水
が
あ
る
。
水
が
流
れ
て
下
る
と
こ
ろ
は
平
ら
で
広
々
と
し
て
お
り
、
水
勢

は
ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
て
、
蕩
々
と
水
音
を
立
て
て
流
れ
て
い
る
。
私
は
足
を
む
き
出
し
に
し
て
草
む
ら

を
跳
ね
、
木
に
つ
か
ま
っ
て
崖
を
登
っ
た
。
し
か
し
蓮
舟
君
は
つ
い
て
こ
れ
な
か
っ
た
。
夜
の
と
ば
り
が

あ
た
り
に
立
ち
こ
め
て
き
て
、
よ
う
や
く
還
る
。

仙
筏
橋
に
足
を
留
め
、
石
梁
が
虹
の
よ
う
に
掛
か
り
、
飛
瀑
が
雪
の
よ
う
な
飛
沫
を
吹
き
上
げ
て
い
る

の
を
眺
め
る
。
ま
っ
た
く
睡
る
の
が
惜
し
い
く
ら
い
だ
。

◆
方
広
寺
に
泊
。

【
四
月
四
日
】

■
本
文
の
部

初
四
日

天
山
一
碧
如
黛
。
不
暇
晨
餐
、
即
循
仙
筏
、
上
曇
花
亭
。
石
梁
即
在
亭
外
。
梁
闊
尺
餘
、
長

三
丈
、
架
兩
山
坳
間
。
兩
飛
瀑
從
亭
左
來
、
至
橋
乃
合
以
下
墜
。
雷
轟
河
隤
。
百
丈
不
止
。
余
從
梁
上
行
、

下
瞰
深
潭
、
毛
骨
倶
悚
。
梁
盡
、
即
爲
大
石
所
隔
、
不
能
達
前
山
。
乃
還
。
過
曇
花
、
入
上
方
廣
寺
。
循

寺
前
溪
、
復
至
隔
山
大
石
上
。
坐
觀
石
梁
。
爲
下
寺
僧
促
飯
、
乃
去
。
飯
後
、
十
五
里
、
抵
萬
年
寺
。
登

藏
經
閣
。
閣
兩
重
、
有
南
北
經
兩
藏
。
寺
前
後
多
古
杉
、
悉
三
人
圍
。
鶴
巣
於
上
、
傳
聲
嘹
嚦
。
亦
山
中

一
清
響
也
。
是
日
、
余
欲
向
桐
柏
宮
覓
瓊
台
・
雙
闕
、
路
多
迷
津
、
遂
謀
向
國
清
。
國
清
去
萬
年
四
十
里
。

中
過
龍
王
堂
。
毎
下
一
嶺
、
余
謂
已
在
平
地
、
及
下
數
重
、
勢
猶
未
止
、
始
悟
華
頂
之
高
、
去
天
非
遠
。

日
暮
、
入
國
清
、
與
雲
峯
相
見
。
如
遇
故
知
、
與
商
探
奇
次
第
。
雲
峰
言
、
「
名
勝
無
如
兩
巖
、
雖
遠
、
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可
以
騎
行
。
先
兩
巖
而
後
歩
至
桃
源
、
抵
桐
柏
、
則
翠
城
・
赤
城
、
可
一
覽
收
矣
。
」

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
四
日

天
と
山
と
一
に
碧
な
る
こ
と
黛
の
如
し
。
晨
餐
に
暇
あ
ら
ず
、
即
ち
仙
筏
に
循
ひ
て
、
曇
花

亭
に
上
る
。
石
梁
は
即
ち
亭
の
外
に
在
り
。
梁
は
闊
さ
尺
餘
、
長
さ
三
丈
、
兩
山
の
坳
間
に
架
か
る
。
兩

飛
瀑

亭
の
左
よ
り
來
た
り
、
橋
に
至
り
て
乃
ち
合
流
し
て
下
り
墜
つ
。
雷
轟
河
隤
た
り
。
百
丈
に
止
ま

ら
ず
。

余

梁
上
よ
り
行
き
、
下

深
潭
を
瞰
お
ろ
す
に
、
毛
骨
倶
に
慄
た
り
。
梁
盡
く
れ
ば
、
即
ち
大
石
の

隔
つ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
前
山
に
達
す
る
あ
た
わ
ず
。
乃
ち
還
る
。

曇
花
を
過
ぎ
、
上
方
廣
寺
に
入
る
。
寺
の
前
の
溪
に
循
へ
ば
、
復
た
山
を
隔
つ
る
大
石
の
上
に
至
る
。

坐
し
て
石
梁
を
觀
る
。
下
寺
の
僧
の
飯
を
促
す
が
た
め
に
、
乃
ち
去
る
。

飯
後
、
十
五
里
に
し
て
、
萬
年
寺
に
抵
る
。
蔵
經
閣
に
登
る
。
閣
は
兩
重
、
南
北
經
兩
藏
有
り
。
寺
の

前
後
に
古
杉
多
く
、
悉
く
三
人
囲
な
り
。
鶴
の
上
に
巣
く
い
、
聲
を
傳
ふ
る
こ
と
嘹
嚦
た
り
。
亦
た
山
中

の
一
清
響
な
り
。

是
の
日
、
余

桐
柏
宮
に
向
か
ひ
、
瓊
臺
・
雙
闕
を
覓
ね
ん
と
欲
す
る
も
、
路
多
く
津
に
迷
ひ
、
遂

た
ず

に
謀
り
て
國
清
に
向
か
ふ
。
國
清
は
萬
年
を
去
る
こ
と
四
十
里
な
り
。
中
ご
ろ
龍
王
堂
を
過
ぐ
。
一
嶺
を

下
る
毎
に
、
余

已
に
平
地
に
あ
る
か
と
謂
ふ
も
、
下
に
及
ぶ
こ
と
數
重
あ
り
、
勢
ひ
猶
ほ
未
だ
止
ま
ず
。

始
め
て
悟
る
、
華
頂
の
高
き
こ
と
、
天
を
去
る
こ
と
遠
き
に
あ
ら
ざ
る
と
。

日
暮
れ
、
國
清
に
入
る
。
雲
峯
と
相
い
見
ゆ
。
故
知
に
遇
ふ
が
如
し
。
與
に
探
奇
の
次
第
を
商
す
。
雲

峯
言
ふ
「
名
勝
は
兩
巖
に
如
く
は
な
し
。
遠
し
と
へ
え
ど
も
、
騎
を
以
て
行
く
べ
し
。
兩
巌
を
先
に
し
て
、

後
に
歩
き
て
桃
源
に
至
る
。
桐
柏
に
抵
れ
ば
、
翠
壁
・
赤
城
も
一
覧
に
し
て
収
む
べ
し
。
」
と
。

●
語
注

○
萬
年
寺

禅
宗
の
寺
で
現
存
。
唐
代
創
建
で
栄
西
な
ど
も
修
行
し
た
古
刹
。
「
方
外
志
」
巻
四
に
「
萬

年
報
恩
寺
、
在
縣
西
北
六
十
里
。
唐
太
和
七
年
、
僧
普
岸
建
。
（
略
）
會
昌
中
廢
、
大
中
六
年
號
鎭
國
平

田
、
梁
龍
徳
中
改
福
田
、
宋
雍
煕
二
年
改
壽
昌
、
建
中
靖
國
火
、
崇
寧
三
年
重
建
、
號
天
寧
萬
年
、
紹
興

九
年
改
報
恩
廣
孝
、
爲
光
孝
、
今
復
爲
萬
年
（
略
）
」
と
あ
り
、
同
巻
二
（
西
門
）
に
「
古
木
千
章
、
平

田
數
頃
。
中
有
梵
宮
、
殆
絶
人
境
。
則
有
萬
年
寺
之
勝
」
と
あ
る
。

○
藏
經
閣

明
の
万
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
年
）
に
李
太
后
が
寄
贈
し
た
と
い
う
（
徐
名
山
注
）
。
「
方

外
志
」
巻
四
「
萬
年
寺
」
に
「
萬
暦
十
五
年
、
慈
仁
明
肅
皇
太
后
、
頒
賜
藏
經
并
紫
方
袍
。
僧
明
照
弟
子

眞
秀
相
繼
主
其
事
、
建
尊
經
閣
并
法
堂
禪
室
」
と
あ
る
。

○
嘹
嚦

鶴
の
美
し
く
清
ら
か
な
鳴
き
声
の
形
容
。

○
桐
柏
宮

鳴
柏
観
と
も
呼
ば
れ
る
道
観
で
現
存
。
王
子
晋
の
治
所
で
あ
っ
た
と
か
、
呉
の
孫
権
が
葛
玄

の
た
め
に
建
て
た
な
ど
の
伝
承
が
あ
る
が
、
仮
託
。
文
献
上
確
認
で
き
る
の
は
、
唐
睿
宗
の
景
雲
二
年
（
七

一
一
）
に
、
司
馬
承
禎
の
た
め
に
重
建
さ
れ
た
こ
と
。
天
台
山
道
教
の
中
心
。
「
方
外
志
」
巻
四
に
「
在

縣
西
北
二
十
五
里
。
唐
景
雲
二
年
爲
司
馬
承
禎
建
」
と
あ
り
、
同
巻
二
（
西
門
第
一
支
）
に
「
九
峯
迢
嶢
、

玄
宮
逍
遙
。
僊
凡
路
隔
、
度
以
三
橋
。
則
有
桐
柏
之
勝
」
と
あ
る
。

○
龍
王
堂

今
の
石
梁
鎮
。
天
台
山
北
部
地
域
の
交
通
の
要
衝
。

○
國
清
寺

天
台
山
仏
教
の
中
心
で
現
存
。
隋
の
煬
帝
が
天
台
大
師
智
顗
の
た
め
に
創
建
し
た
（
竣
工
は
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智
顗
没
後
）
。
天
台
県
城
か
ら
天
台
山
へ
入
る
入
り
口
に
位
置
し
、
山
麓
型
・
滞
在
型
の
寺
院
で
あ
る
。

最
澄
や
円
珍
な
ど
の
日
本
僧
も
多
く
訪
れ
た
。
「
方
外
志
」
巻
四
に
「
在
縣
北
一
十
里
」
と
あ
り
、
同
巻

二
（
南
門
第
一
支
）
に
「
五
峯
環
翠
、
宮
殿
倶
高
。
雙
澗
奏
響
、
和
以
松
濤
。
則
有
國
清
寺
之
勝
」
と
あ

る
。

○
兩
巖

天
台
県
城
の
西
に
あ
っ
た
寒
岩
と
明
岩
。

●
口
語
訳

［
四
月
四
日
］

《
６
》
石
梁
飛
瀑

天
空
も
山
々
も
黛
の
ご
と
く
青
緑
に
輝
い
て
い
る
。
朝
食
を
と
る
時
間
も
惜
し
ん
で
、
す
ぐ
さ
ま
仙
筏

橋
に
沿
っ
て
曇
花
亭
に
登
る
。
石
梁
飛
瀑
は
曇
花
亭
の
外
に
な
る
。
梁
は
広
さ
が
一
尺
あ
ま
り
、
長
さ
が

三
丈
あ
ま
り
で
、
両
岸
の
く
ぼ
み
の
所
に
架
か
っ
て
い
る
。
二
筋
の
滝
が
亭
の
左
か
ら
流
れ
て
き
て
、
橋

（
石
梁
）
に
至
っ
て
合
流
し
、
下
へ
流
れ
落
ち
て
い
る
。
雷
や
河
が
決
壊
す
る
か
の
よ
う
な
轟
音
が
鳴
り

響
い
て
い
る
。
滝
の
高
さ
は
百
丈
を
下
ら
な
い
。

私
は
石
梁
の
上
を
歩
い
て
み
て
、
深
い
淵
を
見
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
、
ぞ
っ
と
し
て
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
慄

然
た
る
思
い
で
あ
っ
た
。
石
梁
を
渡
り
終
え
る
と
向
こ
う
側
に
大
き
な
石
が
聳
え
て
い
て
、
向
か
い
の
岸

に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
引
き
返
し
た
。

曇
花
亭
を
通
り
過
ぎ
、
上
方
広
寺
に
入
る
。
寺
の
前
を
流
れ
る
渓
流
を
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
さ
き
ほ
ど
隔

壁
と
な
っ
て
い
た
大
き
な
石
の
上
に
出
る
。
そ
こ
に
座
っ
て
石
梁
を
眺
め
る
。
下
方
広
寺
の
僧
侶
が
食
事

を
促
す
た
め
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
ま
で
、
ず
っ
と
眺
め
て
い
た
。

《
７
》
万
年
寺

昼
食
後
、
十
五
里
進
ん
で
万
年
寺
に
至
る
。
蔵
経
閣
に
登
る
。
閣
は
二
屋
で
、
南
北
経
の
両
方
を
蔵
し

て
い
る
。
寺
の
前
後
に
は
杉
の
古
木
が
多
く
あ
り
、
三
抱
え
ほ
ど
の
太
さ
が
あ
る
。
鶴
が
巣
を
懸
け
て
お

り
、
美
し
く
清
ら
か
な
鳴
き
声
を
聞
か
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
深
山
に
お
け
る
雅
や
か
な
響
き
で
あ
る
。

こ
の
日
私
は
、
桐
柏
宮
に
向
か
い
、
さ
ら
に
瓊
台
や
双
闕
と
い
っ
た
景
勝
を
尋
ね
た
い
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
分
か
れ
道
が
多
く
、
迷
い
そ
う
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
国
清
寺
に
向
か
う
こ
と
と
し
た
。

国
清
寺
は
万
年
寺
か
ら
四
十
里
ほ
ど
で
、
中
程
で
龍
王
堂
と
い
う
と
こ
ろ
を
通
過
す
る
。
嶺
を
一
つ
下
る

た
び
に
、
私
は
も
う
平
地
に
着
い
た
の
か
と
思
っ
た
が
、
そ
の
下
に
更
に
幾
重
も
の
嶺
が
あ
っ
て
、
下
り

の
勢
い
は
中
々
や
ま
な
い
。
そ
こ
で
つ
く
づ
く
実
感
し
た
、
華
頂
峰
の
高
さ
と
言
え
ば
、
天
か
ら
さ
ほ
ど

遠
く
な
い
の
だ
、
と
。

《
８
》
国
清
寺

日
が
暮
れ
て
国
清
寺
に
到
着
し
た
。
雲
峰
和
尚
と
再
会
し
た
が
、
あ
た
か
も
久
方
ぶ
り
に
会
う
か
の
よ

う
な
気
が
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
奇
勝
の
探
訪
に
つ
い
て
相
談
す
る
。
雲
峰
和
尚
が
言
う
に
は
「
天
台
山
の

名
勝
で
は
、
寒
岩
と
明
岩
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
。
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
馬
に
乗
っ
て
い
け
ば
い
い
。

先
ず
寒
岩
・
明
岩
を
見
て
、
後
に
歩
い
て
桃
源
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
桐
柏
宮
に
至
る
ル
ー
ト
を
取
れ
ば
、

碧
壁
や
赤
城
も
一
望
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。

◆
国
清
寺
に
泊
。
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【
四
月
五
日
】

■
本
文
の
部

初
五
日

有
雨
色
、
不
顧
。
取
寒
・
明
兩
巖
道
、
由
寺
向
西
門
覓
騎
。
騎
至
、
雨
亦
至
。
五
十
里
、
至

歩
頭
、
雨
止
、
騎
去
。
二
里
、
入
山
。
峯
縈
水
映
、
木
秀
石
奇
。
意
甚
樂
之
。
一
溪
從
東
陽
來
、
勢
甚
急
、

大
若
曹
娥
。
四
顧
無
筏
、
負
奴
背
而
渉
。
深
過
於
膝
。
移
渡
一
澗
、
幾
一
時
。
三
里
、
至
明
巖
。
明
巖
爲

寒
山
・
拾
得
隱
身
地
。
兩
山
廻
曲
、
『
志
』
所
謂
八
寸
關
也
。
入
關
、
則
四
圍
峭
壁
如
城
。
最
後
、
洞
深

數
丈
、
廣
容
數
百
人
。
洞
外
、
左
有
兩
巖
、
皆
在
半
壁
。
右
有
石
笋
突
聳
、
上
齊
石
壁
、
相
去
一
線
、
青

松
紫
蕊
、
蓊
蓯
於
上
。
恰
與
左
巖
相
對
。
可
稱
奇
絶
。
出
八
寸
關
、
復
上
一
巖
、
亦
左
向
。
來
時
仰
望
如

一
隙
、
及
登
其
上
、
明
敞
容
數
百
人
。
巖
中
一
井
。
曰
仙
人
井
、
淺
而
不
可
竭
。
巖
外
一
特
石
、
高
數
丈
、

上
岐
立
如
兩
人
、
僧
指
爲
「
寒
山
・
拾
得
」
云
。
入
寺
。
飯
後
雲
陰
潰
散
、
新
月
在
天
。
人
在
廻
巖
頂
上
、

對
之
清
光
溢
壁
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
五
日

雨
色
有
る
も
、
顧
み
ず
。
寒
・
明
の
兩
巖
の
道
を
取
り
、
寺
よ
り
西
門
に
向
か
い
騎
を
覓
む
。

騎
至
る
も
、
雨
も
亦
た
至
る
。

五
十
里
に
し
て
、
歩
頭
に
至
れ
ば
、
雨
止
み
、
騎
も
去
る
。

二
里
に
し
て
、
山
に
入
る
。
峯
縈
り
水
に
映
じ
、
木
は
秀
い
で
石
は
奇
な
り
。
意
甚
だ
之
を
楽
し
む
。

め
ぐ

一
溪
の
東
陽
よ
り
来
た
る
あ
り
、
勢
ひ
甚
だ
急
な
り
、
大
な
る
こ
と
曹
娥
の
若
し
。
四
顧
す
る
に
筏
な
し
、

奴
の
背
に
負
は
れ
て
渉
る
。
深
さ
は
膝
を
過
ぎ
ず
。
移
り
て
一
澗
を
渡
る
に
、
幾
ん
ど
一
時
な
り
。

三
里
に
し
て
明
巖
に
至
る
。
明
巖
は
寒
山
・
拾
得
の
身
を
隠
す
地
な
り
。
兩
山
廻
曲
し
、
《
志
》
の
い

わ
ゆ
る
八
寸
關
な
り
。
關
に
入
れ
ば
、
則
ち
四
囲
の
峭
壁
城
の
如
し
。
最
も
後
に
、
洞
の
深
さ
數
丈
な
る

あ
り
、
廣
さ
數
百
人
を
容
る
。
洞
外
、
左
に
兩
巖
有
り
、
皆
半
壁
に
在
り
。
右
に
石
笋
の
突
聳
す
る
有
り
。

上
は
石
壁
に
斉
し
く
、
相
去
る
こ
と
一
線
の
み
。
青
松
紫
蘂
の
上
に
蓊
蓯
た
り
、
恰
も
左
巖
と
相
い
對
す

る
が
ご
と
し
。
奇
絶
と
稱
す
べ
し
。

八
寸
關
を
出
で
、
復
た
一
巖
を
上
る
に
、
亦
た
左
に
向
く
。
來
り
し
時
は
仰
ぎ
望
む
に
一
隙
の
如
き
も
、

其
の
上
に
登
る
に
及
べ
ば
、
數
百
人
を
敞
容
す
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
巖
中
に
一
井
あ
り
。
仙
人
井
と
曰

ふ
。
淺
き
も
渇
く
べ
か
ら
ず
。
巖
外
に
一
特
石
あ
り
、
高
さ
數
丈
、
上
に
岐
立
す
る
こ
と
兩
人
の
如
し
。

僧
指
し
て
「
寒
山
・
拾
得
」
と
な
す
と
い
う
。
寺
に
入
る
。
飯
の
後
ち
雲
陰
潰
散
す
。
新
月
天
に
在
り
、

人
廻
崖
の
頂
上
に
在
り
、
之
に
對
す
れ
ば
清
光
壁
に
溢
る
。

●
語
注

○
寒
巖

天
台
県
城
の
西
南
四
十
㌖
あ
ま
り
に
あ
る
。
寒
山
が
籠
も
っ
た
と
こ
ろ
と
伝
え
る
。「
方
外
志
」

巻
二
に
「
寒
巖
山
、
在
縣
西
南
七
十
里
。」
と
あ
る
。

○
明
巖

寒
巌
に
隣
接
し
た
山
。
「
方
外
志
」
巻
二
に
「
明
巖
山
、
在
縣
西
七
十
里
」
と
あ
る
。

○
歩
頭

寒
巌
・
明
巌
の
西
北
麓
の
小
鎮
（
徐
名
山
注
）
。

○
東
陽

県
。
金
華
府
に
属
す
。
今
の
浙
江
省
東
陽
県
。
こ
の
渓
流
は
始
豊
渓
。

○
曹
娥

曹
娥
江
。
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○
寒
山
・
拾
得

唐
代
の
詩
僧
。
三
百
あ
ま
り
の
詩
を
残
す
が
、
そ
の
実
在
は
不
詳
。

○
志

「
遊
記
」
に
お
い
て
「
志
」
と
記
す
場
合
は
「
大
明
一
統
志
」
を
指
す
が
、
現
存
「
大
明
一
統
志
」

に
は
、
「
八
寸
関
」
の
記
述
は
な
い
。

○
蓊
蓯

草
木
が
生
い
茂
る
様
。

○
寺

寒
巌
寺
。
「
方
外
志
」
巻
四
に
「
在
縣
西
七
十
里
。
（
略
）
舊
名
崇
福
、
梁
開
平
元
年
建
、
蓋
寒

山
子
棲
隱
處
、
周
顯
徳
中
改
聖
壽
昭
儀
、（
略
）
宋
大
中
祥
符
二
年
改
福
善
院
、
今
爲
寒
巖
寺
」
と
あ
る
。

●
口
語
訳

［
四
月
五
日
］

《
９
》
寒
巌
・
明
巌
へ

雨
模
様
で
あ
る
が
、
気
に
せ
ず
に
出
か
け
る
。
寒
巌
・
明
巌
に
至
る
道
を
た
ど
る
。
国
清
寺
の
西
門
で

乗
る
馬
を
求
め
る
。
馬
が
や
っ
て
き
た
が
、
同
時
に
雨
も
降
り
出
す
。

五
十
里
進
み
歩
頭
に
至
る
と
雨
が
や
む
。
馬
も
返
す
。

二
里
進
み
、
山
に
入
る
。
周
囲
を
め
ぐ
る
峯
々
が
渓
流
に
映
え
て
お
り
、
樹
木
が
生
い
茂
り
奇
岩
が
重

な
っ
て
い
る
。
と
て
も
心
地
よ
い
。
東
陽
県
か
ら
一
筋
の
渓
流
が
流
れ
て
き
て
い
る
が
、
水
勢
が
は
な
は

だ
急
で
、
川
幅
（
流
量
）
は
曹
娥
江
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
辺
り
を
見
渡
し
た
が
渡
し
て
く
れ
る
筏

も
な
く
、
従
僕
に
背
負
わ
れ
て
渡
る
。
深
さ
は
膝
ほ
ど
で
あ
る
。
渡
り
き
る
の
に
ほ
と
ん
ど
一
時
を
要
す

る
。

《

》
明
巌

10
三
里
進
む
と
、
明
巌
に
至
る
。
明
巌
は
寒
山
と
拾
得
が
隠
棲
し
た
と
こ
ろ
で
、
二
つ
の
山
が
曲
が
っ
て

い
る
。
《
大
明
一
統
志
》
に
い
う
「
八
寸
関
」
で
あ
る
。
関
に
入
る
と
、
四
周
に
崖
が
城
壁
の
よ
う
に
切

り
立
っ
て
い
る
。
最
も
奥
に
、
数
百
人
が
入
れ
る
ほ
ど
の
深
さ
数
十
丈
も
の
洞
窟
が
あ
る
。
洞
窟
の
外
の

左
に
は
、
二
つ
の
巌
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
石
の
壁
の
半
ば
に
め
り
こ
ん
で
い
る
。
洞
窟
の
右
に
は
石
筍
が

突
き
立
つ
よ
う
に
聳
え
て
い
る
。
そ
の
先
端
は
石
壁
と
同
じ
高
さ
に
ま
で
な
り
、
一
筋
の
線
ほ
ど
し
か
離

れ
て
い
な
い
。
石
筍
の
上
に
は
青
い
松
や
紫
の
花
が
盛
ん
に
茂
っ
て
お
り
、
左
側
の
両
巌
と
相
対
し
て
い

る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
誠
に
奇
勝
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

八
寸
関
を
出
て
、
再
び
岩
山
を
上
る
と
、
左
に
ま
が
る
。
初
め
来
た
時
に
、
下
か
ら
仰
ぎ
見
た
と
き
は
、

わ
ず
か
な
隙
間
程
度
し
か
な
い
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
に
登
っ
て
み
る
と
、
数
百
人
も
の
人
数
を
収
容

で
き
る
広
さ
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
巌
の
中
に
井
戸
が
ひ
と
つ
あ
る
。
仙
人
井
と
い
う
。
浅
い
が
つ
き

る
こ
と
は
な
い
。
明
巌
の
外
に
ま
た
大
き
な
岩
塊
が
あ
る
。
高
さ
は
数
十
丈
、
高
く
聳
え
る
様
が
（
上
の

部
分
が
二
つ
に
割
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
）
二
人
の
人
間
が
立
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
僧
侶
た
ち
は
、

指
さ
し
て
「
寒
山
と
拾
得
だ
」
と
い
う
。

寺
（
寒
巌
寺
）
に
入
る
。
夕
食
後
雲
が
晴
れ
、
新
月
が
天
に
昇
る
。
め
ぐ
ら
せ
た
崖
の
頂
上
に
あ
っ
て
、

月
に
向
か
え
ば
、
美
し
い
光
が
岩
壁
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

◆
寒
巌
寺
に
泊
。

【
四
月
六
日
】
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■
本
文
の
部

初
六
日

凌
晨
出
寺
。
六
七
里
、
至
寒
巖
。
石
壁
直
上
如
劈
。
仰
視
空
中
、
洞
穴
甚
多
。
巖
半
有
一
洞
、

闊
八
十
歩
、
深
百
餘
歩
、
平
展
明
朗
。
循
巖
右
行
、
從
石
隘
仰
登
。
巖
坳
有
兩
石
對
聳
、
下
分
上
連
、
爲

鵲
橋
。
亦
可
與
方
廣
石
梁
爭
奇
、
但
少
飛
瀑
直
下
耳
。
還
飯
僧
舍
、
覓
筏
渡
一
溪
。
循
溪
行
山
下
、
一
帶

峭
壁
巉
崖
、
草
木
盤
垂
其
上
、
内
多
海
棠
紫
荊
、
映
蔭
溪
色
、
香
風
來
處
、
玉
蘭
芳
草
、
處
處
不
絶
。
已

至
一
山
嘴
、
石
壁
直
豎
澗
底
。
澗
深
流
駛
、
旁
無
餘
地
。
壁
上
鑿
孔
以
行
、
孔
中
僅
容
半
趾
、
逼
＊
１

身

而
過
、
神
魄
爲
動
。
自
寒
巖
十
五
里
、
至
歩
頭
、
從
小
路
向
桃
源
。
桃
源
在
護
國
寺
旁
、
寺
已
廢
、
土
人

茫
無
知
者
。
隨
雲
峯
莽
行
曲
路
中
。
日
已
墮
、
竟
無
宿
處
。
乃
復
問
至
坪
頭
潭
。
潭
去
歩
頭
僅
二
十
里
、

今
從
小
路
、
返
迂
迴
三
十
餘
里
。
宿
。
信
桃
源
誤
人
也
。

●
校
勘

＊
１
逼

定
本
は
偪
、
朱
本
等
に
よ
り
改
め
た
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
六
日

晨
を
凌
ぎ
て
寺
を
出
ず
。

六
七
里
に
し
て
寒
巖
に
至
る
。
石
壁
直
上
な
る
こ
と
劈
の
如
し
。
仰
ぎ
で
空
中
を
視
る
に
、
洞
穴
甚
だ

多
し
。
巖
の
半
ば
に
一
洞
有
り
、
闊
さ
八
十
歩
、
深
さ
百
餘
歩
、
平
展
明
朗
な
り
。
巖
に
循
ひ
て
右
に
行

き
、
石
隘
よ
り
仰
ぎ
登
る
。
巖
坳
に
兩
石
の
對
聳
す
る
有
り
、
下
は
分
か
れ
上
は
連
な
る
、
鵲
橋
た
り
。

亦
た
方
廣
・
石
梁
と
奇
を
爭
ふ
べ
し
。
但
し
飛
瀑
の
直
下
す
る
を
少
と
す
る
の
み
。

還
り
て
僧
舎
に
飯
す
。

筏
を
覓
め
て
一
溪
を
渡
る
。
溪
に
循
ひ
て
山
下
を
行
く
。
一
帶
峭
壁
巉
崖
に
し
て
、
草
木
其
の
上
に
盤

垂
す
。
内
に
海
棠
・
紫
荊
多
し
。
蔭
は
溪
に
色
を
映
じ
、
香
風
の
來
る
と
こ
ろ
、
玉
蘭
芳
草
、
處
處
絶
え

ず
。已

に
一
山
嘴
に
至
る
に
、
石
壁
澗
底
よ
り
直
豎
す
。
澗
は
深
く
流
れ
は
駛
く
、
旁
に
餘
地
な
し
。
壁

は
や

上
に
孔
を
鑿
ち
て
以
て
行
く
、
孔
中
僅
か
に
半
趾
を
容
る
る
の
み
。
身
を
逼
し
て
過
ぐ
。
神
魄
た
め
に
動

く
。寒

巖
よ
り
十
五
里
に
し
て
、
歩
頭
に
至
る
。
小
路
よ
り
桃
源
に
向
か
ふ
。
桃
源
は
護
國
寺
の
旁
に
在
り
、

寺
已
に
廢
さ
れ
て
、
土
人
も
茫
と
し
て
知
る
も
の
な
し
。
雲
峯
に
隨
ひ
て
曲
路
の
中
を
莽
行
す
。
日
已
に

墮
ち
、
畢
に
宿
處
な
し
、
乃
ち
復
た
問
ひ
て
坪
頭
潭
に
至
る
。
潭
は
歩
頭
を
去
る
こ
と
僅
か
二
十
里
、
今

小
路
に
よ
る
に
よ
り
、
反
っ
て
迂
路
す
る
こ
と
三
十
餘
里
な
り
。
宿
す
。
信
に
桃
源
の
人
を
誤
る
な
り
。

●
語
注

○
海
棠

バ
ラ
科
の
落
葉
低
木
植
物
。
春
に
薄
紅
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。

○
桃
源

天
台
山
西
部
の
谷
。
唐
代
く
ら
い
ま
で
は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
の
ち
に
劉
晨
阮
肇
の

遇
仙
説
話
と
結
び
つ
き
、
桃
源
の
名
を
冠
せ
ら
れ
た
。

○
護
國
寺

五
代
後
周
創
建
。
「
方
外
志
」
巻
四
に
「
在
縣
西
北
三
十
里
十
四
都
。
舊
名
般
若
、
周
顯
徳

四
年
（
九
五
七
）
建
。
蓋
僧
徳
韶
第
九
道
場
。
宋
大
中
祥
符
元
年
（
一
○
○
八
）
改
今
額
」
と
あ
る
。
徐

霞
客
に
よ
れ
ば
、
当
時
施
設
は
湮
滅
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も
地
名
と
し
て
残
る
。

○
坪
頭
潭

徐
名
山
注
・
朱
注
は
、
い
ま
の
平
鎮
だ
と
い
う
。
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●
口
語
訳

［
四
月
六
日
］

《

》
寒
巌

11
早
朝
に
寺
を
出
発
す
る
。

六
七
里
進
む
と
寒
巌
に
至
る
。
石
が
壁
の
よ
う
に
垂
直
に
切
り
立
っ
て
い
る
様
は
、
あ
た
か
も
刀
で
切

り
取
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
振
り
仰
い
で
高
い
所
を
見
る
と
、
洞
窟
が
と
て
も
多
い
。
巌
の
半
ば
に
一

つ
洞
窟
が
あ
り
、
広
さ
は
三
十
歩
、
深
さ
は
百
歩
余
り
も
あ
り
、
洞
内
も
平
ら
で
広
々
と
し
て
明
る
い
。

巌
に
沿
っ
て
右
に
進
み
、
岩
の
狭
い
小
径
を
上
に
登
る
。
巌
の
低
く
な
っ
た
窪
地
に
二
つ
の
石
が
向
か
い

合
っ
て
聳
え
て
い
る
。
下
の
部
分
は
分
か
れ
て
い
る
の
に
、
上
の
方
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
あ
の

「
鵲
橋
」
で
あ
る
。
こ
の
滝
は
、
あ
の
方
広
寺
附
近
の
石
梁
飛
瀑
と
奇
を
争
う
名
勝
で
あ
る
が
、
た
だ
、

瀑
布
が
ま
っ
す
ぐ
落
ち
て
い
る
点
が
、
や
や
魅
力
を
欠
く
。

引
き
返
し
、
僧
侶
の
宿
舎
で
昼
食
を
と
る
。

《

》
桃
源
へ

12
の
ち
筏
を
求
め
て
渓
流
を
下
る
こ
と
と
し
、
谷
川
に
沿
っ
て
山
の
下
を
進
む
。
こ
の
一
帯
は
、
切
り
立

っ
た
壁
の
よ
う
な
険
し
い
崖
が
続
い
て
お
り
、
草
木
が
そ
の
上
に
は
び
こ
っ
て
垂
れ
て
い
る
。
海
棠
樹
や

紫
荊
藤
が
多
く
、
そ
の
翠
が
渓
流
に
美
し
く
映
り
、
香
し
い
風
が
吹
き
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
は
、
玉
蘭
花
や

香
草
が
ど
こ
に
で
も
広
が
っ
て
、
絶
え
る
こ
と
が
な
い
。

一
つ
の
山
の
突
端
に
至
る
と
、
石
の
壁
が
渓
流
の
底
か
ら
直
立
し
て
い
る
。
川
は
深
く
流
れ
は
速
く
、

し
か
も
川
岸
に
通
れ
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
岩
壁
の
上
に
穴
を
あ
け
、
そ
こ
を
行
く
の
だ
が
、
穴
は

僅
か
に
足
の
半
分
し
か
な
い
。
岩
壁
に
張
り
付
く
よ
う
に
し
て
通
る
の
だ
が
、
魂
魄
を
多
い
に
恐
ろ
し
が

ら
せ
る
も
の
で
あ
る
。

寒
巌
よ
り
十
五
里
進
む
と
、
歩
頭
に
至
る
。
（
往
路
と
は
異
な
り
）
小
道
を
通
っ
て
桃
源
へ
向
か
う
。

桃
源
は
護
国
寺
の
そ
ば
に
あ
る
（
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
）
。
護
国
寺
の
廟
宇
は
既
に
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、

土
地
の
人
で
も
知
る
人
は
い
な
い
。
雲
峰
和
尚
に
従
っ
て
草
ぼ
う
ぼ
う
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
を
推
し
進

む
が
、
太
陽
は
沈
み
、
宿
と
す
る
と
こ
ろ
も
な
い
。
か
く
し
て
ま
た
も
道
を
尋
ね
、
よ
う
や
く
坪
頭
潭
と

い
う
と
こ
ろ
に
至
る
。
潭
は
歩
頭
よ
り
僅
か
に
二
十
里
な
の
だ
が
、
今
回
は
小
道
を
通
っ
た
が
た
め
、
迂

回
す
る
こ
と
に
な
っ
て
三
十
里
あ
ま
り
の
道
の
り
だ
っ
た
。
こ
こ
で
宿
す
。
桃
源
は
訪
れ
よ
う
と
す
る
人

を
惑
わ
す
と
い
う
の
は
、
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
。

◆
坪
頭
鎮
に
泊
。

［
四
月
七
日
か
ら
八
日
］

■
本
文
の
部

初
七
日

自
坪
頭
潭
、
行
曲
路
中
三
十
餘
里
、
渡
溪
入
山
。
又
四
五
里
、
山
口
漸
夾
。
有
館
、
曰
桃
花

塢
。
循
深
潭
而
行
。
潭
水
澄
碧
、
飛
泉
自
上
來
注
。
爲
鳴
玉
澗
。
澗
隨
山
轉
、
人
隨
澗
行
。
兩
旁
山
皆
石

骨
、
攢
巒
夾
翠
。
渉
目
成
賞
、
大
抵
勝
在
寒
・
明
兩
巖
間
。
澗
窮
路
絶
。
一
瀑
從
山
坳
瀉
下
、
勢
甚
縱
橫
。

出
飯
館
中
、
循
塢
東
南
行
、
越
兩
嶺
。
尋
所
謂
「
瓊
臺
」
「
雙
闕
」
、
竟
無
知
者
。
去
數
里
、
訪
知
在
山
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頂
。
與
雲
峯
循
路
攀
援
、
始
達
其
巓
。
下
視
峭
削
環
轉
、
一
如
桃
源
。
而
翠
壁
萬
丈
過
之
。
峯
頭
中
斷
、

即
爲
雙
闕
。
雙
闕
所
夾
而
環
者
、
即
爲
瓊
臺
。
臺
三
面
絶
壁
、
後
轉
即
連
雙
闕
。
余
在
對
闕
、
日
暮
不
及

登
、
然
勝
已
一
日
盡
矣
。
遂
下
山
、
從
赤
城
後
還
國
清
、
凡
三
十
里
。

初
八
日

離
國
清
、
從
山
後
五
里
、
登
赤
城
。
赤
城
山
頂
圓
壁
特
起
、
望
之
如
城
、
而
石
色
微
赤
。
巖

穴
爲
僧
舍
凌
雜
、
盡
掩
天
趣
。
所
謂
玉
京
洞
・
金
錢
池
・
洗
腸
井
、
倶
無
甚
奇
。

■
訳
注
の
部

●
訓
訳

初
七
日

坪
頭
潭
よ
り
曲
路
を
行
く
こ
と
三
十
餘
里
、
溪
を
渡
り
て
山
に
入
る
。

又

四
五
里
、
山
口
漸
く
夾
し
。
館
有
り
、
桃
花
塢
と
曰
ふ
。
深
潭
に
循
ひ
て
行
く
。
潭
の
水
は
澄
碧

に
し
て
、
飛
泉
上
よ
り
夾
注
す
、
鳴
玉
澗
た
り
。
澗
は
山
に
隨
ひ
て
轉
じ
、
人
は
澗
に
隨
ひ
て
行
く
。
兩

旁
の
山
は
皆
石
骨
に
し
て
、
攢
巒
は
翠
を
夾
む
。
渉
目
賞
を
成
し
、
大
抵

勝
は
寒
・
明
兩
巖
の
間
に
在

り
。
澗
窮
ま
り
路
絶
す
。
一
瀑
の
山
坳
よ
り
瀉
下
し
、
勢
い
甚
だ
縱
横
な
り
。

飯
館
の
中
よ
り
出
で
、
塢
に
循
ひ
て
東
南
に
行
き
、
兩
嶺
を
越
ゆ
。
所
謂
「
瓊
臺
」
「
雙
闕
」
を
尋
ね

ん
と
す
る
に
、
竟
に
知
る
者
な
し
。

去
る
こ
と
數
里
、
訪
ね
て
山
頂
に
あ
る
を
知
る
。
雲
峯
と
路
に
循
ひ
て
攀
援
し
、
始
め
て
其
の
嶺
に
達

す
。
下
を
視
れ
ば
峭
削
環
轉
し
、
一
に
桃
源
の
如
し
。
し
か
し
て
翠
壁
の
萬
丈
た
る
は
之
を
過
ぐ
。
峯
頭

中
ご
ろ
に
斷
す
、
即
ち
雙
闕
た
り
、
雙
闕
の
夾
み
て
環
る
と
こ
ろ
は
、
即
ち
瓊
臺
た
り
。
臺
は
三
面
絶
壁

す
、
後
ろ
に
轉
ず
れ
ば
即
ち
雙
闕
に
連
な
る
。
余
闕
に
對
す
る
に
在
り
、
日
暮
れ
登
る
に
及
ば
ず
、
し
か

れ
ど
も
勝
は
已
に
一
日
に
し
て
盡
く
。
遂
に
山
を
下
る
。
赤
城
の
後
よ
り
國
清
に
環
る
、
凡
そ
三
十
里
な

り
。初

八
日

國
清
を
離
れ
、
山
の
後
に
從
ふ
こ
と
五
里
に
し
て
、
赤
城
に
登
る
。
赤
城
の
山
頂
は
圓
壁
特

起
し
、
之
を
望
む
こ
と
城
の
如
く
に
し
て
、
石
色
微
か
に
赤
し
。
巖
穴
は
僧
舎
の
凌
雜
す
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
盡
く
天
趣
を
掩
ふ
。
所
謂
玉
京
洞
・
金
錢
池
・
洗
腸
井
、
倶
に
甚
だ
し
く
奇
な
る
は
な
し
。

●
語
注

○
攢
巒

重
な
る
山
並
み
。
柳
宗
元
「
徴
咎
賦
」
に
「
攢
巒
奔
以
紆
委
兮
，
束
洶
湧
之
崩
湍
」
と
あ
る
。

○
飯
館

朱
注
や
朱
復
融
注
で
は
、
こ
れ
を
桃
花
塢
と
と
る
。
山
中
に
館
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
も
思
え

な
い
が
、
本
文
を
読
む
限
り
、
桃
花
塢
か
ら
あ
ち
こ
ち
歩
き
回
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

○
雙
闕

天
台
山
中
の
名
勝
の
ひ
と
つ
。
ふ
た
つ
の
巨
大
な
岩
山
が
闕
の
よ
う
に
並
ん
で
聳
え
て
い
る
。

「
方
外
志
」
巻
二
に
「
自
桐
柏
西
北
二
里
至
元
應
眞
人
祠
、
取
道
僊
人
蹟
、
經
龍
潭
側
、
凡
五
里
、
至

瓊
臺
、
轉
南
三
里
、
至
雙
闕
」
と
あ
り
、
同
巻
二
（
西
門
第
一
支
）
に
「
瓊
臺
薄
漢
、
雙
闕
凌
霄
。
其

誰
神
司
、
僊
者
王
喬
。
則
有
瓊
臺
雙
闕
之
勝
」
と
あ
る
。

○
瓊
臺

こ
れ
も
名
勝
の
ひ
と
つ
で
自
然
物
。
巨
大
な
台
の
よ
う
な
岩
山
。
雙
闕
に
隣
接
す
る
。

○
赤
城

赤
城
山
。「
方
外
志
」
巻
二
（
山
）
に
「
在
縣
北
六
里
、
一
名
燒
山
、
又
曰
消
山
、
石
皆
霞
色
、

望
之
如
雉
堞
、
因
以
爲
名
。（
略
）」
と
あ
り
、
同
巻
二
（
南
門
第
一
支
）
に
「
赤
城
建
標
、
珠
林
蔟
蔟
。

誰
其
談
諸
、
霞
紅
雲
緑
。
則
有
赤
城
山
之
勝
」
と
あ
る
。

○
玉
京
洞

赤
城
山
上
に
あ
る
道
観
。「
方
外
志
」
巻
三
（
洞
）
に
「
在
赤
城
右
脇
、
蓋
十
洞
天
之
第
六
、

茅
司
命
眞
君
所
治
（
略
）
」
と
あ
る
。

○
金
錢
池

「
方
外
志
」
巻
三
（
池
）
に
「
在
赤
城
山
、
相
傳
曇
蘭
憩
此
、
誦
經
有
神
獻
金
錢
、
棄
池
中
、
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故
名
」
と
あ
る
。

○
洗
腸
井

「
方
外
志
」
巻
三
（
井
）
に
「
在
赤
城
山
、
曇
猷
洗
腸
處
、
今
井
邊
猶
生
青
非
、
即
其
驗
也
」

と
あ
る
。

●
口
語
訳

［
四
月
七
日
］

《

》
瓊
台
へ

13
坪
頭
潭
を
出
発
し
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
山
路
を
行
く
こ
と
三
十
里
余
り
、
渓
流
を
渡
っ
て
山
に
入
る
。

さ
ら
に
ま
た
四
五
里
進
む
と
、
山
の
口
が
次
第
に
狭
く
な
っ
て
い
く
。「
桃
花
塢
」
と
い
う
館
が
あ
る
。

深
い
淵
に
沿
っ
て
進
む
。
淵
の
水
は
澄
み
切
っ
て
い
て
青
々
と
し
て
お
り
、
滝
の
水
が
上
か
ら
注
ぎ
込
ん

で
い
る
。
鳴
玉
澗
と
い
う
場
所
で
あ
る
。
澗
の
水
は
山
沿
い
に
流
れ
て
行
き
、
人
は
そ
の
澗
に
沿
っ
て
進

む
。
澗
の
両
岸
の
山
は
全
て
む
き
出
し
の
岩
石
で
、
重
な
る
山
並
み
は
随
所
に
緑
の
木
々
を
擁
し
て
い
る
。

目
に
見
え
る
も
の
は
全
て
観
賞
に
堪
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
は
、
お
お
よ
そ
寒
巌
・
明
巌

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
澗
が
行
き
詰
ま
る
と
道
も
な
く
な
る
。
一
条
の
滝
が
山
の
く
ぼ
み
か
ら
流
れ

落
ち
て
お
り
、
水
勢
は
縦
横
無
尽
で
あ
る
。

昼
食
後
、
館
を
出
発
し
、
山
の
窪
地
に
沿
っ
て
東
南
へ
進
み
、
二
座
の
山
嶺
を
越
え
る
。
有
名
な
「
瓊

臺
」「
雙
闕
」
を
尋
ね
よ
う
と
す
る
が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
る
人
が
い
な
い
。

《

》
瓊
台

14
さ
ら
に
数
里
進
み
（
人
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
）
、
そ
の
山
頂
に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
雲
峯
と
と
も
に
山

道
を
よ
じ
登
り
、
よ
う
や
く
そ
の
山
頂
に
到
達
す
る
。
下
を
俯
瞰
す
れ
ば
切
り
立
っ
た
崖
が
四
面
を
囲
ん

で
お
り
、
ま
っ
た
く
桃
源
郷
の
よ
う
な
風
景
で
あ
る
。
し
か
し
緑
な
す
岩
壁
が
万
丈
も
続
く
様
は
桃
源
郷

を
上
回
っ
て
い
る
。
山
峰
の
頂
上
部
分
が
真
ん
中
か
ら
裂
け
て
分
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
が

双
闕
で
あ
る
。
双
闕
に
向
か
い
合
っ
て
ぐ
る
っ
と
囲
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
、
こ
れ
が
瓊
台
で
あ
る
。

台
は
三
面
が
絶
壁
で
、
そ
の
一
方
は
そ
の
ま
ま
双
闕
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
私
は
双
闕
に
相
対
す
る
位
置

に
お
り
、
日
が
暮
れ
て
き
た
の
で
そ
こ
に
登
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
辺
り
の
景
勝
に
つ
い
て

は
既
に
一
日
満
喫
し
た
。
そ
こ
で
山
を
下
り
、
赤
城
山
の
後
を
通
っ
て
国
清
寺
に
も
ど
る
。
だ
い
た
い
三

十
里
の
道
の
り
で
あ
る
。

◆
国
清
寺
に
泊
。

［
四
月
八
日
］

《

》
赤
城
山

15国
清
寺
を
離
れ
、
山
の
裏
側
の
道
を
五
里
進
ん
で
赤
城
山
に
登
る
。
赤
城
山
の
山
頂
は
円
形
の
岩
盤
が

空
に
聳
え
て
お
り
、
城
郭
の
よ
う
に
見
え
、
岩
石
の
色
は
微
か
に
赤
い
。
岩
穴
が
あ
る
が
、
僧
侶
ど
も
が

で
た
ら
め
に
居
を
構
え
て
お
り
、
天
然
の
景
勝
を
台
無
し
に
し
て
い
る
。
有
名
な
玉
京
洞
・
金
銭
池
・
洗

腸
井
も
、
こ
れ
と
い
っ
て
見
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

（
終
）

（
訳
注
：
薄
井
俊
二
、
二
○
一
一
年
一
二
月
一
三
日
）

（
加
筆
修
正
：
薄
井
俊
二
、
二
○
二
三
年
五
月
九
日
）
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＊
口
語
訳
と
簡
単
な
注
を
「
「
徐
霞
客
遊
記
」
訳
注
稿

名
山
遊
記
（
一
）
―
「
遊
天
台
山
日
記
」
」
（
『
埼
玉
大
学
国
語
教

育
論
叢
』
第
十
四
号
、
二
○
一
一
）
に
掲
載
。


